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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】基材、基材上に配置された遮熱コーティング及
び他のセラミック材料中に存在する放射性元素から放出
される放射線を軽減する物品及びその製造方法を提供す
る。
【解決手段】基材１１０、前記基材上に配置された、ベ
ース放射線放出量をもつ放射性元素１３０を含有する遮
熱コーティング１２０及び遮熱コーティング中及び／又
は遮熱コーティング上に配置された放射線インヒビター
１４０を有し、放射線インヒビターを有する遮熱コーテ
ィングが、ベース放射線放出量より少ない軽減放射線放
出量をもつ、物品。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材、
　前記基材上に配置された、ベース放射線放出量をもつ放射性元素を含有する遮熱コーテ
ィング及び
　遮熱コーティング中及び／又は遮熱コーティング上に配置された放射線インヒビターを
有し、放射線インヒビターを有する遮熱コーティングが、ベース放射線放出量より少ない
軽減放射線放出量をもつ、
物品。
【請求項２】
　インヒビターが、遮熱コーティング上に配置された皮膜層を含む、請求項１記載の物品
。
【請求項３】
　皮膜層がセラミック及び／又はガラスを含有する、請求項２記載の物品。
【請求項４】
　セラミックが、イットリア安定化ジルコニア、ジルコン酸イッテルビウム、ガドリニウ
ムドープイットリア安定化ジルコニア又はこれら１種以上の組合せを含む、請求項３記載
の物品。
【請求項５】
　セラミックがＣＭＡＳ軽減組成物を含む、請求項３記載の物品。
【請求項６】
　ＣＭＡＳ軽減組成物が、アルミン酸亜鉛スピネル、ジルコン酸アルカリ土類金属塩、ハ
フニウム酸アルカリ土類金属塩、ガリウム酸希土類塩、緑柱石又はこれら１種以上の組合
せを含有する、請求項５記載の物品。
【請求項７】
　インヒビターが遮熱コーティング中に配置されたインヒビター材料を含む、請求項１記
載の物品。
【請求項８】
　インヒビター材料がγ線吸収材を含む、請求項７記載の物品。
【請求項９】
　インヒビター材料がバリウムの原子番号以上の原子番号をもつγ線吸収材を含む、請求
項８記載の物品。
【請求項１０】
　インヒビター材料が、ホウ素、バリウム、ビスマス、ハフニウム、鉛、ストロンチウム
、タングステン、ウラン又はこれら１種以上の組合せを含む、請求項８記載の物品。
【請求項１１】
　インヒビター材料がさらに、酸素、窒素、炭素又はこれら１種以上の組合せを含む、請
求項１０記載の物品。
【請求項１２】
　放射性元素が、トリウム又はウランの放射性同位体又はこれら１種以上の組合せを含む
、請求項１記載の物品。
【請求項１３】
　前記物品が発電装置である、請求項１記載の物品。
【請求項１４】
　前記物品がタービンエンジンである、請求項１記載の物品。
【請求項１５】
　前記物品がガスタービンエンジンである、請求項１記載の物品。
【請求項１６】
　前記基材が、タービン動翼、静翼、シュラウド、ライナー、燃焼器、トランジションピ
ース、ロータ部品、排気フラップ、シール又は燃料ノズルを含む、請求項１５記載の物品
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。
【請求項１７】
　基材を有する物品を用意し、
　前記基材上に、ベース放射線放出量をもつ放射性元素を含有する遮熱コーティングを配
置し、
　遮熱コーティング中及び／又は遮熱コーティング上に放射線インヒビターを配置する工
程を含み、インヒビターを有する遮熱コーティングが、ベース放射線放出量より少ない軽
減放射線放出量をもつ、
物品の製造方法。
【請求項１８】
　放射線インヒビターを配置する工程で、遮熱コーティング上に皮膜層を形成する、請求
項１７記載の方法。
【請求項１９】
　皮膜層がセラミック及び／又はガラスを含有する、請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　放射線インヒビターを配置する工程で、インヒビター材料を遮熱コーティング中に配置
する、請求項１７記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般に、ガスタービンエンジン部品などの物品、特に遮熱コーティングの製造
に使用される材料により生じる放射線を軽減又は抑制する物品及びその製造方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　遮熱コーティングは、ガスタービンエンジンなどの発電装置に用いて高温でのエンジン
の運転時に構造的エンジン部品を断熱する。発電装置中の遮熱コーティング及び他のセラ
ミック材料は、ウラン、トリウム及び放射線を放出することができる他の元素を含有する
ことがある。これらの元素により発する放射線の種類には、α、β及びγ線粒子放出があ
る。
【０００３】
　ガスタービンエンジン及び部品からの放射線放出量を制限する産業規制がさらに厳しく
なるにつれて、遮熱コーティング及び他のセラミック材料中の放射性元素から放出される
放射線を軽減又は抑制する要望が増加してきた。放射線放出量を管理することは、運転使
用休止期間の時間及び頻度を増し、有用性や寿命を低減し、エンジン部品のメンテナンス
又は交換に伴うコストを増加するおそれがある。さらに厳密な産業の放射線放出量制限を
満たすには、ウラン、トリウムなどの放射性元素を一部或いは完全に除去した純粋なセラ
ミック材料を遮熱コーティングに用いるアプローチがある。この除去のアプローチは法外
な費用がかかることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１０／０１５４４２２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、遮熱コーティング及び他のセラミック材料中に存在する放射性元素から放
出される放射線を軽減する物品及びその製造方法を提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本発明の一態様では、本発明は、基材、基材上に配置された、ベース放射線放出量をも
つ放射性元素を含有する遮熱コーティング及び遮熱コーティング中及び／又は遮熱コーテ
ィング上に配置された放射線インヒビター（抑制材）を有し、放射線インヒビターを有す
る遮熱コーティングが、ベース放射線放出量より少ない軽減放射線放出量をもつ物品を開
示する。
【０００７】
　本発明の別の態様では、本発明は、基材を有する物品を用意し、基材上に、ベース放射
線放出量をもつ放射性元素を含有する遮熱コーティングを配置し、遮熱コーティング中及
び／又は遮熱コーティング上に放射線インヒビターを配置する工程を含み、インヒビター
を有する遮熱コーティングが、ベース放射線放出量より少ない軽減放射線放出量をもつ、
物品の製造方法を開示する。
【０００８】
　本発明の上記その他の利点及び特徴は、図面を参照した以下の詳細な説明から明らかに
なるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本発明とされる内容を、特許請求の範囲に詳細に示し、明確に記載する。本発明の上記
その他の特徴及び利点は、図面を参照した以下の詳細な説明から明らかになるであろう。
【図１】ガスタービン部品の部分断面図である。
【図２】別のガスタービンエンジン部品の部分断面図である。
【図３】他のガスタービンエンジン部品の部分断面図である。
【図４】さらに別のガスタービンエンジン部品の部分断面図である。
【図５】さらに他のガスタービンエンジン部品の部分断面図である。
【００１０】
　以下に、本発明の実施形態を効果及び特徴とともに例として図面を参照して説明する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の実施形態は一般に、放射線軽減物品及びその製造方法に関する。遮熱コーティ
ング及び他のセラミック材料とともに用いる放射線インヒビターを提供する。放射線イン
ヒビターは、新しい遮熱コーティング及び所定の運転使用休止期間後の既存の遮熱コーテ
ィングとともに用い、遮熱コーティング中及び／又は遮熱コーティング上に配置される。
以下に実施形態及び物品をガスタービンエンジン及びその部品とともに説明するが、本発
明の１つ又は２つ以上の態様が有益である発電装置、たとえばタービンエンジン、蒸気タ
ービンエンジン、ターボ機械及びこれらの部品にも本実施形態を適用できることは明らか
である。
【００１２】
　図１を参照すると、ガスタービンエンジン部品１００などの物品が耐熱材料を含有する
部品基材１１０を有する。耐熱材料は、ガスタービンエンジンの運転温度の約１０００℃
～約２０００℃に耐えることができる材料である。部品基材１１０を有するガスタービン
エンジン部品１００は、断熱性にすることができるガスタービンエンジンの部品、特にタ
ービン動翼、静翼、シュラウド、ライナー、燃焼器、トランジションピース、ロータ部品
、排気フラップ、シール、燃料ノズルなどである。
【００１３】
　ガスタービンエンジン部品１００はまた、部品基材１１０上に配置された遮熱コーティ
ング１２０を有する。遮熱コーティング１２０は、ベース放射線放出量をもつ放射性元素
１３０を含有する。ガスタービンエンジン部品１００はさらに、遮熱コーティング１２０
上に配置された放射線インヒビター１４０を有する。ある実施形態では、放射線インヒビ
ター１４０はさらに、遮熱コーティング上に配置された皮膜層１５０を含む。放射線イン
ヒビター１４０を有する遮熱コーティング１２０が、ベース放射線放出量より少ない軽減
放射線放出量をもつ。具体的には、軽減放射線放出量はベース放射線放出量より最大約９
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９％少なくなる。さらに具体的には、軽減放射線放出量はベース放射線放出量より最大約
７５％～９５％少なくなる。
【００１４】
　本実施形態の一態様では、放射性元素１３０は、遮熱コーティング１２０中に存在する
、放射性粒子を放出することができる任意の元素である。特に、放射性元素１３０は、ウ
ラン、トリウム、高融点金属、遷移金属の放射性同位体又はこれら１種以上の組合せであ
る。高融点金属の例には、タンタル、レニウム、モリブデン及びタングステンがあるが、
これらに限らない。遷移金属の例にはニッケル、クロム、コバルト、金及びモリブデンが
あるが、これらに限らない。放射性元素１３０は、α、β、γ又は他の種類の放射線を含
む放射性粒子を放出する。
【００１５】
　本実施形態の別の態様では、放射線インヒビター１４０は、遮熱コーティング１２０中
の放射性元素１３０からの放射線を軽減又は抑制することができる材料である。特に、放
射線インヒビター１４０は、放射性元素１３０から放出される放射性粒子に対して、吸収
、化学反応及び／又は付着する。ある実施形態では、放射線インヒビター１４０はさらに
、セラミック材料、ガラス材料、γ線吸収材又はこれら１種以上の組合せを含有し、α、
β、γ線又はこれら１種以上の組合せを吸収できる皮膜層１５０を含む。特に、上記の材
料のいずれも放射線遮蔽及び／又はα線吸収材として働く。放射線インヒビター皮膜層１
５０は、遮熱コーティング１２０上に配置されるか、遮熱コーティング１２０上に配置さ
れた任意の介在皮膜又は層上に配置される。
【００１６】
　適当なセラミック材料には、セラミック金属、セラミック金属酸化物又はこれら１種以
上の組合せがあるが、これらに限らない。特に、セラミック金属は、アルミニウム、カル
シウム、セリウム、バリウム、チタン、ビスマス、ガドリニウム、ホウ素、鉄、鉛、マグ
ネシウム、ケイ素、ウラン、イットリウム、イッテルビウム、亜鉛、ハフニウム、ジルコ
ニウム又はこれら１種以上の組合せである。セラミック材料の別の例には、炭化ケイ素、
窒化ケイ素、シリカ及びムライトがある。適当なセラミック皮膜組成物の例には、一体化
セラミック皮膜、セラミックマトリックス皮膜（ＣＭＣ）、焼結セラミック皮膜、酸化物
マトリックス皮膜（ＯＭＣ）、低熱伝導性セラミック皮膜、超低熱伝導性セラミック皮膜
、これら１種以上の組合せ又はこれらの多層膜があるが、これらに限らない。
【００１７】
　本実施形態の一態様では、セラミック材料は、イットリア安定化ジルコニア、ガドリニ
ウムドープイットリア安定化ジルコニア、ジルコン酸イッテルビウム又はこれら１種以上
の組合せである。本実施形態の別の態様では、セラミック材料は、遮熱コーティング１２
０よりトリウム及び／又はウランの含量が少ない。本実施形態のさらに特定の態様では、
イットリア安定化ジルコニアは、遮熱コーティング１２０よりトリウム及び／又はウラン
の含量が少ない。本実施形態の別の特定の態様では、セラミック材料はジルコニア及びハ
フニウムを含有する。適当なガラス材料には、シリカ系材料があるが、これに限らない。
【００１８】
　本実施形態の他の態様では、放射線インヒビター皮膜層１５０は、アルミノケイ酸カル
シウムマグネシウム（ＣＭＡＳ）軽減組成物であるセラミック材料を含有する。ＣＭＡＳ
軽減組成物は、アルミン酸亜鉛スピネル（ＺｎＡｌ2Ｏ4）、ジルコン酸アルカリ土類金属
塩（ＡｅＺｒＯ3）、ハフニウム酸アルカリ土類金属塩（ＡｅＨｆＯ3）、ガリウム酸希土
類塩（Ｌｎ3Ｇａ5Ｏ12、Ｌｎ4Ｇａ2Ｏ9）、ベリル（緑柱石）又はこれら１種以上の組合
せを含有する。
【００１９】
　ここで用いる用語「アルカリ土類金属」又は「Ａｅ」は、アルカリ土類元素であるマグ
ネシウム（Ｍｇ）、カルシウム（Ｃａ）、ストロンチウム（Ｓｒ）、バリウム（Ｂａ）又
はこれら１種以上の組合せを示す。また、ここで用いる用語「Ｌｎ」は、希土類元素であ
るスカンジウム（Ｓｃ）、イットリウム（Ｙ）、ランタン（Ｌａ）、セリウム（Ｃｅ）、



(6) JP 2013-139565 A 2013.7.18

10

20

30

40

50

プラセオジム（Ｐｒ）、ネオジム（Ｎｄ）、プロメチウム（Ｐｍ）、サマリウム（Ｓｍ）
、ユウロピウム（Ｅｕ）、ガドリニウム（Ｇｄ）、テルビウム（Ｔｂ）、ジスプロシウム
（Ｄｙ）、ホルミウム（Ｈｏ）、エルビウム（Ｅｒ）、ツリウム（Ｔｍ）、イッテルビウ
ム（Ｙｂ）、ルテチウム（Ｌｕ）又はこれら１種以上の組合せを示し、用語「Ｌｎａ」は
、希土類元素であるランタン（Ｌａ）、セリウム（Ｃｅ）、プラセオジム（Ｐｒ）、ネオ
ジム（Ｎｄ）、プロメチウム（Ｐｍ）、サマリウム（Ｓｍ）、ユウロピウム（Ｅｕ）、ガ
ドリニウム（Ｇｄ）又はこれら１種以上の組合せを示す。
【００２０】
　適当なγ線吸収材には、バリウムの原子番号以上の原子番号をもつ化学元素がある。特
に、γ線吸収材には、バリウム、ビスマス、ハフニウム、鉛、ストロンチウム、タングス
テン、ウラン又はこれら１種以上の組合せがある。本実施形態の一態様では、γ線吸収材
にはさらに、ホウ素、酸素、窒素、炭素、ケイ素又はこれら１種以上の組合せを含有する
化合物がある。本実施形態の別の態様では、放射線インヒビター皮膜層１５０は、ハフニ
ウムγ線吸収材及びイットリア安定化ジルコニウムセラミック材料を含有する。
【００２１】
　本実施形態の一態様では、放射線インヒビター１４０は、粒子又はナノ粒子を含む。粒
子の平均粒径は、約１μｍ～約１０００μｍ、具体的には約１０μｍ～約８００μｍ、さ
らに具体的には約２０μｍ～約４００μｍである。ナノ粒子の平均粒径は、約１００ｎｍ
～約１０００ｎｍ、具体的には約２５０ｎｍ～約７５０ｎｍ、さらに具体的には約４００
ｎｍ～約６００ｎｍである。
【００２２】
　本実施形態の別の態様では、放射線インヒビター１４０は、上記の放射線インヒビター
材料のいずれか又はこれら１種以上の組合せを含有する２つ又は３つ以上の皮膜層１５０
を含む。
【００２３】
　本実施形態の他の態様では、追加の皮膜又は層は、部品基材１１０と遮熱コーティング
１２０との間に配置されるか、遮熱コーティング１２０と放射線インヒビター皮膜層１５
０との間の遮熱コーティング１２０上に配置されるか、放射線インヒビター皮膜層１５０
上に配置される。
【００２４】
　放射線インヒビター皮膜層１５０は、通常の手段によって設ける。特に、放射線インヒ
ビター１４０は、独立した層、粒界相又はばらばらの分散高融点粒子又はナノ粒子として
被覆させる。このような通常の方法には一般に、プラズマ溶射、高速プラズマ溶射、低圧
プラズマ溶射、溶液プラズマ溶射、サスペンションプラズマ溶射、化学蒸着（ＣＶＤ）、
電子ビーム物理蒸着（ＥＢＰＶＤ）、ゾル－ゲル、スパッタリング、スラリー法、たとえ
ばディップ、スプレー、テープキャスト、ロール及び塗装及びこれらの方法の組合せがあ
るが、これらに限らない。被覆後、放射線インヒビター皮膜層１５０を乾燥し、通常の方
法又は通常とは異なる方法、たとえばマイクロ波焼結、レーザ焼結又は赤外線焼結を用い
て焼結する。遮熱コーティング１２０上に配置された放射線インヒビター皮膜層１５０の
厚さは、約０．０５ｍｍ～約５．０ｍｍ、具体的には約０．１ｍｍ～約１ｍｍである。
【００２５】
　別の実施形態では、放射線インヒビターは、遮熱コーティング中及び／又は遮熱コーテ
ィング上に配置されたγ線吸収材を含有する材料を含む。図２を参照すると、本実施形態
の一態様では、放射線インヒビター１４０は、遮熱コーティング１２０中に配置されたγ
線吸収材を含む。放射線インヒビター１４０は、放射性元素１３０からのγ線に対して、
吸収、反応及び／又は付着する。γ線吸収材を含む放射線インヒビター１４０は、従来の
方法、たとえば分散などにより遮熱コーティング１２０中に配置される。
【００２６】
　図３を参照すると、他の実施形態では、放射線インヒビター１４０は、従来の方法によ
り遮熱コーティング１２０上に配置されたγ線吸収材を含む。さらに具体的には、放射線
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インヒビター１４０は遮熱コーティング１２０上に吸着される。本実施形態の別の態様で
は、γ線吸収材を含む放射線インヒビター１４０は、遮熱コーティング１２０中又は遮熱
コーティング１２０上に配置される。
【００２７】
　図４を参照すると、他の実施形態では、放射線インヒビター１４０は、遮熱コーティン
グ１２０上に配置された、セラミック及び／又はガラスである材料を含有する放射線イン
ヒビター皮膜層１５０を含む。放射線インヒビター１４０はさらに、遮熱コーティング１
２０中に配置されたγ線吸収材及び放射線インヒビター皮膜層１５０中に配置されたγ線
吸収材を含む。
【００２８】
　図５を参照すると、本実施形態の他の態様では、放射線インヒビター皮膜層１５０を含
む放射線インヒビター１４０は、遮熱コーティング１２０上に配置された複数の層からな
る耐環境性皮膜１６０中に配置される。耐環境性皮膜１６０は放射線インヒビター皮膜層
１５０を有し、放射線インヒビター皮膜層１５０は、ＣＭＡＳ軽減組成物を含有する独立
又は一体化したＣＭＡＳ軽減層を含む。耐環境性皮膜１６０はさらに、任意の外層２００
を有し、以下により詳細に説明する。
【００２９】
　本実施形態の一態様では、放射線インヒビター皮膜層１５０は、ＣＭＡＳ軽減組成物を
含有する独立ＣＭＡＳ軽減層を含む。ＣＭＡＳ組成物は、アルミン酸亜鉛スピネル（Ｚｎ
Ａｌ2Ｏ4）、ジルコン酸アルカリ土類金属塩（ＡｅＺｒＯ3）、ハフニウム酸アルカリ土
類金属塩（ＡｅＨｆＯ3）、ガリウム酸希土類塩（Ｌｎ3Ｇａ5Ｏ12、Ｌｎ4Ｇａ2Ｏ9）、緑
柱石又はこれら１種以上の組合せを含有し、ＣＭＡＳ軽減組成物は、独立ＣＭＡＳ軽減層
として含まれる。ここで用いる用語「独立ＣＭＡＳ軽減層」は、放射線インヒビター皮膜
層１５０が配置された外層２００の材料を全く含有しない層を示す。
【００３０】
　本実施形態の別の態様では、放射線インヒビター皮膜層１５０は、ＣＭＡＳ軽減組成物
を含有する一体化ＣＭＡＳ軽減層を含む。ＣＭＡＳ軽減組成物は、アルミン酸亜鉛スピネ
ル（ＺｎＡｌ2Ｏ4）、ジルコン酸アルカリ土類金属塩（ＡｅＺｒＯ3）、ハフニウム酸ア
ルカリ土類金属塩（ＡｅＨｆＯ3）、ケイ酸ハフニウム、ケイ酸ジルコニウム、ガリウム
酸希土類塩（Ｌｎ3Ｇａ5Ｏ12、Ｌｎ4Ｇａ2Ｏ9）、リン酸希土類塩（ＬｎＰＯ4）、酸化タ
ンタル、緑柱石、アルミン酸アルカリ土類金属塩（ＡｅＡｌ12Ｏ19、ＡｅＡｌ4Ｏ9）、ア
ルミン酸希土類塩（Ｌｎ3Ａｌ5Ｏ12、Ｌｎ4Ａｌ2Ｏ9）又はこれら１種以上の組合せを含
有し、ＣＭＡＳ軽減組成物は一体化ＣＭＡＳ軽減層として含まれる。ここで用いる用語「
一体化ＣＭＡＳ軽減層」は、放射線インヒビター皮膜層１５０が配置された外層２００の
材料とともにＣＭＡＳ軽減組成物を含有する層を示す。
【００３１】
　耐環境性皮膜１６０は、ケイ素ボンドコート層１７０、任意のシリカ層１８０、少なく
とも１つの遷移層１９０、任意の外層２００、上記の放射線インヒビター皮膜層１５０及
び任意のアブレイダブル層２１０を有する。ケイ素ボンドコート層１７０は、遮熱コーテ
ィング１２０上に配置されたケイ素系材料を含有する。ケイ素ボンドコート層１７０は、
基材１１０の酸化を防止する防酸化層として働く。任意のシリカ層１８０は、ケイ素ボン
ドコート層１７０上に配置されたシリカ系材料を含有する。任意のシリカ層１８０は、ケ
イ素ボンドコート層１７０に設けるか、ケイ素ボンドコート層１７０上に自然に又は故意
に形成させる。遷移層１９０は、任意のシリカ層１８０又はケイ素ボンドコート１７０上
に配置されたムライト、アルミノケイ酸バリウムストロンチウム（ＢＳＡＳ）、希土類二
ケイ酸塩又はこれら１種以上の組合せを含有する材料である。遷移層１９０は、多層、特
に１～３層からなり、各層の厚さは、約０．１ミル～約６ミルである。任意の外層２００
は、アルミノケイ酸バリウムストロンチウム（ＢＳＡＳ）、希土類一ケイ酸塩、希土類二
ケイ酸塩（Ｌｎ2Ｓｉ2Ｏ7）又はこれら１種以上の組合せを含有する。任意の外層２００
の厚さは約０．１ミル～約４０ミルである。任意のアブレイダブル層２１０は、独立ＣＭ
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ＡＳ軽減層に存在するのと同じ材料、希土類二ケイ酸塩（Ｌｎ2Ｓｉ2Ｏ7）又はＢＳＡＳ
を含有する。任意のアブレイダブル層２１０は、隣接した、回転エンジン部品からの衝撃
で摩耗できる。遮熱コーティング１２０中の放射性元素１３０からの放射線は、放射線イ
ンヒビター皮膜層１５０を含み、かつ任意の外層２００上に配置された独立又は一体化Ｃ
ＭＡＳ軽減層を含む放射線インヒビター１４０によって吸収される。或いは、ＣＭＡＳ軽
減層はＣＭＡＳ軽減組成物を含有し、ＣＭＡＳ軽減層は遷移層１９０上に配置される。
【００３２】
　本実施形態の他の態様では、任意のアブレイダブル層２１０が存在せず、放射線インヒ
ビター皮膜層１５０は、遮熱コーティング１２０上に配置された耐環境性皮膜１６０の最
外層である。
【００３３】
　本実施形態の他の態様では、放射線インヒビター１４０はさらに、ＣＭＡＳ軽減層を含
む放射線インヒビター皮膜層１５０中及び／又は遮熱コーティング１２０中に配置された
γ線吸収材を含む。
【００３４】
　他の実施形態では、ガスタービンエンジン部品の製造方法は、基材として耐熱材料を含
有するガスタービンエンジン部品を用意し、基材上に、ベース放射線放出量をもつ放射性
元素を含有する遮熱コーティングを配置し、遮熱コーティング中及び／又は遮熱コーティ
ング上に放射線インヒビターを配置する工程を含み、インヒビターを有する遮熱コーティ
ングが、ベース放射線放出量より少ない軽減放射線放出量をもつ。本方法を用いて、図１
～５を参照にして説明した本実施形態を製造する。放射線インヒビターは、新しい遮熱コ
ーティング又は所定の運転使用休止期間後の既存遮熱コーティングの中及び上に配置され
る。
【００３５】
　本発明の放射線軽減ガスタービン部品は、遮熱コーティング中の放射性元素によって放
出される放射線を軽減又は抑制する。放射線軽減ガスタービンエンジン部品は、産業の放
射線放出量制限を満たすことができる。本ガスタービンエンジン部品では、部品の運転使
用休止期間及び寿命までの部品使用期間をより長くすることもできる。本放射線軽減ガス
タービンエンジン部品は、放射性元素を除去した純粋なセラミックを遮熱コーティングに
使用するより経済的でもある。
【００３６】
　以上、本発明をいくつかの実施形態についてのみ詳細に説明したが、本発明は、開示し
た実施形態に限定されるものではないことは明らかである。むしろ、本発明を変更して、
本発明の要旨及び技術的範囲に相当するがこれまで説明しなかった変種、改変、置換又は
均等物の組合せをいくつでも取り入れることができる。さらに、本発明の種々の実施形態
を説明したが、本発明の態様は上記の実施形態の一部のみを含むものでもよい。したがっ
て、本発明は前述の説明によって制限を受けるものではなく、特許請求の範囲のみによっ
て制限を受けるものである。
【符号の説明】
【００３７】
　１００　ガスタービンエンジン部品
　１１０　部品基材
　１２０　遮熱コーティング
　１３０　放射性元素
　１４０　放射線インヒビター
　１５０　皮膜層
　１６０　耐環境性皮膜
　１７０　ケイ素ボンドコート層
　１８０　任意のシリカ層
　１９０　少なくとも１つの遷移層
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　２００　任意の外層
　２１０　任意アブレイダブル層

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】
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